
 

一 般 質 問 通 告 書 

令和４年１１月２４日 

午 前 ９ 時 ５ ６ 分 受 領  

会 派 名 平成会 質 問 順 位 １ 

質問の件名 一 般 質 問 

質 問 方 式 一問一答方式 

質問の要旨 

 

別紙のとおり 

答弁を求める者 市長ほか関係理事者 

 

 上記通告します。 

 

 令和４年１１月２４日 

 

尾道市議会議員  柿 本 和 彦  ㊞   

 

尾道市議会議長  髙 本 訓 司 様 



【別 紙】 

 

１ 誇りある尾道を未来へつないでいくための少子化対策、人口減少対策について 

(1) 尾道市として、人口増加を目指しているのか？或いは、人口減少が微減になるよう取り組むのか？

はたまた、人口減少は成り行きに任せるのか？ 

(2) 人口減少対策に対する方針をすべての尾道市職員が共有できているか？ 

(3) 想いを同じくする人々による団体（組織）がまちづくりやひとづくりに貢献する上での課題をどの

ように捉えているか？ 

(4) 市民活動団体への補助制度をもっと使い易く拡充してはどうか？ 

(5) 男女雇用機会均等法が成立した昭和６０年から５０年近くが経過しているが、その間、男子・女子

の大学進学率はどのように推移しているか？全国の推移について１０年ごとに示して欲しい。 

(6) 高学歴女性はマーケティングや企画に関する職種を希望する傾向があると言われているが、若年層

女性の職種ニーズをどのように分析しているか？尾道市内にはそうした受け皿がどのくらいある

か？ 

(7) 若年層女性の流出をどのように分析し、それに対してどのような対策を練っているか？ 

(8) 若年層女性の意識や生活様式、職業観、家庭観などをどのように分析しているか？ 

(9) 若年層女性の流出を防ぐには、若者が意見を言える雰囲気、空気感、組織風土を創り出すことが重

要であると言われているが、どのような取り組みが必要だと考えるか？ 

(10) 町内会で行っているシティクリーニングについて、将来的にどのような方法で行うよう考えてい

るか？ 

(11) 昨年末から試験的に始まった、資源物の収集場所への運搬が困難な高齢者等をサポートする“ふ

れあい収集事業”の進捗・状況はどのようになっているか？ 

(12) 町内会補助金がどのように使われているか、各町内会の収支報告書についてはチェックをしてい

るか？ 

(13) 民生委員児童委員の改選は欠員なく行われたのか？協力員制度について、その後の検討はどのよ

うになっているか？ 

(14) 尾道市のファンやシンパ等、いわゆる市外の関係人口となりうる人たちと Win-Win の関係を築く

際、デジタル地域通貨を活用することに対して、メリット・デメリットをどのように考えているか？ 

 

２ 情報化、少子化が急速に進展する社会における青少年健全育成について 

(1) 令和５年度広島県公立高等学校入学者選抜は大改革が行われるが、混乱なく、受験者にとっては不

安の解消になるような情報提供が行われているか？ 

(2) 高等学校入学者選抜における自己表現のやり方等について、現役中学生は在籍している学校で指導

が期待できるが、尾道南高校を受験する社会人等はどのようにして情報を入手し、対策を練れば良い

のか？ 

(3) 人生１００年時代においては、ワークキャリア教育から『どのような人生を送っていくか？』とい

うライフキャリア教育へ拡げていくことが必要になると考えるがどうか？ 

(4) 人生１００年時代では非認知能力が大変重要になるため、さまざまな体験活動から非認知能力を獲

得すると共にライフキャリア教育を通じて、非認知能力を高めることについてどう考えるか？ 

(5) プログラミング教育に関する令和２年９月定例会の一般質問で、『高校や大学、地域の人材、企業

などに講師となっていただき、指導を行う体制を検討する。』と答弁があったが、どのような状況か？ 

 


